
平成 30 年度 佐賀県教育センター 中学校数学科教育 

ウ Ｃ校（中学校３年）の実践-1                        

表１ 単元：「二次方程式」の中単元（１節）の「振り返りシート」 

の集計結果（n=37、単位：％、以下同じ） 

資料１「振り返りシート」の生徒の記述 

 ウ Ｃ校（中学校３年）の実践 

(ｱ) 質的改善の経緯 

《単元：「二次方程式」における質的改善の様子（７月～９月）》 

    「二次方程式」の単元を通して、(2)授業の見直しと質的改善を図るための手立ての中で示して

いる授業改善の手順（図１）に沿って、授業改善に取り組みました。 

 

 

 

 

【現行学習指導要領】 

単元で身に付けさせ

たい力 

「二次方程式」の単元で身に付けさせたい力 

・二次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること  

・因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこと 

・解の公式を知り、それを用いて二次方程式を解くこと 

・二次方程式を具体的な場面で活用すること 

 

 

 

 

  「振り返りシート」を基に実態を把握しました。「振り返りシート」は、毎時間回収して目を通し、

生徒のつまずきを把握しておくようにしました。また、中単元（節）終了後には、中単元を通した生

徒の実態を把握しました（表１）。 

最初の中単元（１節）では、「意欲的に取り組む」「学習内容の理解」の項目について、肯定的に捉

えている生徒が多くいることが分かりました。また、「分かるように説明」の項目では、空欄のままや

斜線を引いている生徒が多く、説明することには取り組んでいないと捉えていると考えました。「協力

して課題解決」の項目についても、協力して課題解決をすることに取り組んでいないと捉えている生

徒が多いと考えました。 

また、「振り返りシート」の「分かったこと」の記述欄には、多くの生徒が、資料１のように、学習

内容に対して「できるようになったこと」や「まとめ」、「気を付けるポイント」などについて記述し

ていました。「分からなかったこと」の記述欄には、「問題を解いた際に間違えたところ」や「計算の

仕方が分からない」、「気を付けるポイント」などについて記述していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領から本単元で生徒に身に付けさせたい力を明らかにする 

生徒の実態を把握する 
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手立てを取り入れた授業実践（２節） 

 

 

 

 

「授業チェック表」を用いて、「授業に位置付ける主な数学的活動」についてチェックしました。中

単元（１節）終了後に振り返って見てみると、チェック項目にばらつきがあることが分かりました。

特に【数学的活動イ】の「図形や数量などの性質を、具体的な操作活動を通して見いだすことができるよ

うにしていますか」の項目と【数学的活動オ】の「新たな課題を考えさせることができるようにしていま

すか」の項目については、ほかの項目と比べてチェックが付かない授業が多くありました。また、【数

学的活動ウ】については、三つの項目共にチェックが少なく課題だと考えられました。１節では、知

識・理解や技能を習得する学習内容の授業が多く、説明する活動や協力して課題解決を行う場の設定

が少なかったことも一因ではないかと考えられました。 

 

 

 

 

 

「振り返りシート」と「授業チェック表」の結果を基に、「手立て一覧表」を参考にしながら、次の

中単元（２節）の学習内容に取り入れる「授業に位置付ける主な数学的活動」と手立てを考えました。

手順①と②から、２節の学習内容と照らし合わせて、【数学的活動ウ】を充実させていこうと考え、説

明する活動を意図的に仕組み、授業を実践していくことにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立てを取り入れた授業実践について、「振り返りシート」の集計結果（次頁表２）と「授業チェ

ック表」を基に振り返りました。 

教師の課題を数学的活動を充実させる視点から捉える 

 （生徒の実態（手順①）と併せて、教師の課題を把握する） 

生徒の実態、教師の課題から、「手立て一覧表」を参考にしながら、授業

で取り入れる手立てを考える 

授業で取り入れた手立てについて、「振り返りシート」と「授業チェック

表」を基に振り返る 
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表２ 単元：「二次方程式」の中単元（２節）の「振り返りシート」の集計結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

そして、次の新しい単元「関数 y=ax2」から再びこの手順を繰り返しながらふだんの授業の質的

改善を図っていきました。 

【数学的活動ウ】を位置付けるようにしたつもりだったけれど、ただ活動を
取り入れるだけでは、自分の考えをもたせたり多様な考えに触れさせたりする
ことがあまりできなかったな。手立てをしっかりと検討して活動を仕組むこと
が大切だな。考えを伝え合うことを苦手とする生徒も多いし、次の「関数 y=ax2」
の単元では、【数学的活動ウ】の項目について手立てをしっかりと考えて取り
入れるようにしよう。 
それに、ほかの項目では、【数学的活動イ】や【数学的活動オ】の項目のチ

ェックに偏りがあるな。次の単元では、ここもバランスよく取り組んでいくよ
うにしよう。 

「二次方程式」の単元では、授業の導入時において【数学的活動★】の中で、
復習する時間を設けて前時の復習をしたり既習と本時の学習内容につながりを
もたせたりしたので、見通しをもって意欲的に問題に取り組む生徒が多かった
ようだな。 
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《単元：「関数 y=ax2」における質的改善の様子（９月～10 月）》 

    「関数 y=ax2」の単元を通して、(2)授業の見直しと質的改善を図るための手立ての中で示して

いる授業改善の手順（図１）に沿って、授業改善に取り組みました。 

 

 

 

 

  【現行学習指導要領】 

単元で身に付けさせ

たい力 

単元「関数 y=ax2」で身に付けさせたい力 

・事象の中には関数 y=ax2として捉えられるものがあることを知ること  

・関数 y=ax2について、表、式、グラフを相互に関連付けて理解すること 

・関数 y=ax2を用いて具体的な事象を捉え説明すること 

  ・いろいろな事象の中に、関数関係があることを理解すること。 

 

 

 

 

 

  「振り返りシート」を点検し、生徒のつまずきや状況を把握しました。２つの中単元（１、２節）

に共通した生徒のつまずきや状況が見えました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

学習指導要領から本単元で生徒に身に付けさせたい力を明らかにする 

生徒の実態を把握する 

全員の振り返りシ
ートを点検してみる
と、「意欲的に取り組
む」や「学習内容の理
解」において全体的に
肯定的に捉えている
生徒が多いことが分
かるな。 

他の人に「分かるよ
うに説明」する項目の
欄には斜線を引いて
いる生徒が多いな。
「取り組んでいない」
と捉えている生徒が
多く、学習内容の理解
の項目と比べて肯定
的に捉えている生徒
が全体的に少ないよ
うだ。 
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  「授業チェック表」を用いて、「授業に位置付ける主な数学的活動」についてチェックしました。２

つの中単元（１、２節）に共通してチェックがつかない項目が見えてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

２つの中単元（１、２節）を見ると、【数学的活動★】【数学的活動ア】【数
学的活動オ】においてはそれぞれの数学的活動のチェックした項目に偏りが見
られるな。また、【数学的活動ウ】や【数学的活動エ】の項目については、全
体的にチェックがあまり付かなかったな。次の中単元（３節）の学習内容を考
えて、取り入れる数学的活動と手立てについて検討する必要があるな。 

３節は関数を利用して課題を解決する学習内容なので、興味・関心をもつこ
とができるような課題に取り組ませたいな。【数学的活動ウ】や【数学的活動
エ】の項目にチェックが入るようにしよう。 

それに、【数学的活動オ】の項目の「解決の過程を振り返らせ、数学のよさ
を実感させること」や、「新たな課題を考えさせること」にも取り組みたいな。 

教師の課題を数学的活動を充実させる視点から捉える 

 （生徒の実態（手順①）と併せて、教師の課題を把握する） 
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手立てを取り入れた授業実践（３節） 

 

 

 

 

  「振り返りシート」と「授業チェック表」の結果を基に、「手立て一覧表」を参考にして、次の中単

元（３節）の学習内容に取り入れる手立てを考えました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

数学的な表現を用いて
自分の考えを伝えさせる
ことが大切だな。【数学的
活動ウ】では、まずは、数
学的な表現を用いて説明
させる場を設定しよう。
表、式、グラフに表したこ
とを説明することができ
るようにさせよう。 
 
授業の実際② 

【数学的活動エ】では、
特に、チェックが付いた
項目が少なかったな。 
これまでの関数の学習

の際に用いてきた表・
式・グラフを、本時で学
ぶ新しい関数関係におい
ても用いると、問題を解
決することができること
を実感させよう。 
 
授業の実際③ 

生徒の実態、教師の課題から、「手立て一覧表」を参考にしながら、授業

で取り入れる手立てを考える 

【数学的活動★】 
生徒の意識調査から数学

で学習したことを日常生活
の中で活用しようとする生
徒が少ないことが分かった
な。まずは、興味・関心を
もたせることができるよう
に、身近な生活場面との関
連をもつことができる課題
を用意しよう。 
 
授業の実際① 
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  (ｲ) 授業の実際 

・単元名：関数 y=ax2 

は、手順③において考えた授業に取り入れる数学的活動や課題設定の場面 

は、授業に取り入れる数学的活動や課題設定の場面での具体的な手立て 
過

程 
学習活動 

形

態 
○教師の支援及び指導上の留意点 
（●数学的活動における教師の支援） 

つ

か

む 

 
１ 前時の学習内容を確認する。 
【数学的活動】 

 ★ 授業で必要となる前時までの

学習内容を復習したり、本時の課

題を知ったりする活動 
 
２ 本時の学習内容を確認する。 
☆中学生が何かできることはない

だろうか。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
斉 

 

 

●前時で学習した身の回りの事象において関数 y=ax2

の関係を捉えて問題の解決に利用したことを確認し

た。 
 
 
○学習内容への関心をもつことができるように、災害

に関する内容について電子黒板で示し、生徒会の活

動としてできることにはどんなことがあるのか問い

掛けた。 
 
 
 
 
 
 
 

見

通

す 

３ 課題１について考える。 
 
 
 
 
 
 
【数学的活動】 
ア 成り立つ事柄を予想する活動 

 
 
 
 
 
 
・料金表１から、料金を考える。 

 

斉 
 
 
 
 
 
 
 

○宅配会社Ａ社の料金表１を配布した。宅配料金を決

める仕組みを理解することができるように、料金を

分かりやすく示すために料金表が用いられているこ

とを説明し、料金表の見方を確認した。 

 

 

 

●地方・都道府県、サイズ別にまとめられた料金表１

を基にして、以下の発問を行い、与えられた料金表

１だけでは料金が決まらないことを実感させた。 
・送り先を決めると料金はいくら？ 
・大きさを決めると料金はいくら？ 

●本時では物資の送り先を決めて、後の学習を進める

ことを伝えた。実際に箱を用意して、箱の周囲の長

さを決めると料金が決まることを予想させた。 
○料金表１を基にして具体的に料金を考えさせる発問

をした。 

課題１ 生徒会で支援物資を送るのに、どんな条件が必要か考えよう。 

授業の実際①【数学的活動★】 

・身近な生活場面との関連をもつことのできる課

題を用意しました。災害に関する内容から修学

旅行時を想起させたり生徒会での取組について

考えさせたりしました。 
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・めあてを確認する。 

 
 

（例）箱の周囲の長さが 61cm のときの料金はいくら

でしょうか。 
○料金表１から料金を読み取ることができない生徒が

いる場合は、箱の周囲の長さによって料金が一定に

なる部分があることを確認した。 

○周囲の長さが決まれば料金が決まることについて考

えさせ、周囲の長さと料金が関数関係であることを

確認した。 
 
 
 

練

り

合

う 

４ 課題２について考える。 
 
 
 
【数学的活動】 
イ 観察、操作などの具体的な活動 
・個人で考える。 

 
 
 
 
 
 
 
【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活

動・人の考えを理解する活動 
・グループ内で意見交流をする。 

 
 
 
 
 
 
 
・代表者が発表する。 
・これまでに学習した関数以外の 
関数があることを確認する。 

 
 

個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｇ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
斉 

 
 
 
 
●関数関係において表、式、グラフを相互に関連付け

て調べることができるように、箱の周囲の長さの合

計と料金の関係について表された料金表２を基にし

て、式やグラフに表すことを確認した。 

 

 
 
 
 
 
○机間指導を行い、困っているグループにヒントを与

えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グラフでの変域について●印と○印の意味と表し方を

電子黒板に提示して確認した。 

課題２ 宅配会社Ａ社の料金表において、周囲の長さの合計と料金の関係について調べよう。 

授業の実際②【数学的活動ウ】（【数学的活動イ】） 

・グループ内で意見交流を行う前に、具体的な操

作活動として、料金表２を基に式やグラフに表

すことを個人でじっくり考えさせました。 

・１回目のグループ内意見交流として、表を基に、

式やグラフに表したことをグループ内で意見交

流させました。 

【めあて】 新しい関数について、変化や対応を調べ問題を解決することができる。 
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深

め

る 

５ 課題３を確認する。 
 
 
 
 
【数学的活動】 

 エ 統合的・発展的に考える活動 
 
 
 
 
 
 
・課題３についてＢ社の料金表を基 
にして式やグラフに表す。 

・比較してどのような場合に安くな

るか考え、説明を記入する。 
 
 
 
 
 
 
 
６ グループ内で意見交流をする。 
【数学的活動】 
ウ 自分の考えを人に伝える活

動・人の考えを理解する活動 
 
 
 
 
 

 
・グループ内で、個人の考えを発

表した。 
 
 
 
 
 
 

斉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｇ 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

●日常生活の場面では２社以上を比較することがある

ことを押さえて、Ｂ社の料金表を基にして、式やグ

ラフに表すことを伝えた。 

●問題を解決するためには料金表、式、グラフのどれ

を用いれば比較しやすいのかについて既習内容を基

に考えさせ、グラフを１つにまとめると視覚的に比

較しやすいことに気付かせた。 

○Ａ社とＢ社を視覚的に比較することができるよう

に、グラフの色を変えてかくように促した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●言葉だけでなく、表やグラフなどの数学的な表現を

用いて説明するように促した。また、他の人の説明

を聞く際には、説明を表やグラフと関連付けて聞く

ように促した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題３「他の宅配会社Ｂ社の料金を調べたら、右の表のように定められていました。 
Ａ社とＢ社では、どちらがどのような場合に安くなるか説明しよう。 

授業の実際③【数学的活動エ】 

・これまでの関数の学習の際に用いてきた表、式、

グラフを、本時で学ぶ新しい関数関係において

も用いると、問題を解決することができること

を実感させるための課題と活動を取り入れまし

た。 

授業の実際②【数学的活動ウ】 

・２回目のグループ内意見交流として、課題３に

ついての考えを数学的な表現を用いて伝え合わ

せました。ほかの人の説明を表、式、グラフと

関連付けて理解するように促しました。十分で

ない説明については、変域ごとに整理して説明

するように促しました。 
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ま

と

め

る 

７ 本時の学習について振り返る。 
【数学的活動】 

 オ 自分が行った活動を振り返る 
活動 

 

 

・まとめをワークシートに記述す

る。 
 

斉  
●身の回りの二つの数量の関数関係について、これま

でに学習した比例、反比例、一次関数、y=ax2の関数

ではない場合でも、これらの変化や対応の特徴を表、

式、グラフを基にして調べ、問題を解決することが

できることを確認した。 
○学習した内容を自分の言葉で記述するように促し

た。 
●本時で学習した内容を基に新たな問いをもつことが

できるように、日常生活の中にある箱の周囲の長さ

と宅配料金の関数関係と類似した事象について問い

掛けた。 

○学習の見通しをもつことができるように、次時もい

ろいろな関数を取り上げることを伝えた。 
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  手立てを取り入れた授業実践について、「振り返りシート」と「授業チェック表」を基に振り返りま

した。 

「振り返りシート」から 

 

 

 

 

  

 

「授業チェック表」から 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

そして、次の新しい章「図形と相似」から再びこの手順を繰り返しながらふだんの授業の質的改

善を図っていきました。 

授業で取り入れた手立てについて、「振り返りシート」と「授業チェック

表」を基に振り返る 

全員の振り返り
シートを点検して
みると、【数学的活
動ウ】の活動を仕組
んで、手立てを取り
入れたことで、「分
かるように説明」の
項目に◎や○を付
けた生徒が増えた
ぞ。 
また、【数学的活

動エ】の活動を仕組
んだことで、グラフ
を使って問題解決
することを実感さ
せることができた
ようだな。 

前単元「二次方程式」では、「授業チェック表」の【数学的活動ウ】【数学的活動エ】
【数学的活動オ】にはチェックがあまり付かなかったが、この単元「関数 y=ax2」で
は、単元を通して振り返るとチェックがバランスよく付いたぞ。 
次の単元は図形領域に入るので、課題について予想させたり筋道を立てて考えさせ

たりすることが大切だな。【数学的活動ア】にはこれまでより多くチェックが付くよ
うにしよう。 

この中単元（３
節）では、【数学的
活動★】において
「興味・関心をもた
せる」ことの項目に
チェックが全部付
いたぞ。 
また、これまでチ

ェックが少なかっ
た【数学的活動ウ】
【数学的活動エ】
【数学的活動オ】に
ついてもチェック
が付いた項目が増
えたぞ。 
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資料２「振り返りシート」の生徒の記述 

表３ 単元：「図形と相似」の二つの中単元（１、２節）の 

「振り返りシート」の集計結果 

《単元：「図形と相似」における質的改善の様子（11 月～12 月）》 

    「図形と相似」の単元を通して、(2)授業の見直しと質的改善を図るための手立ての中で示して

いる授業改善の手順（図１）に沿って、授業改善に取り組みました。 

 

 

 

 

【現行学習指導要領】 

単元で身に付けさせ

たい力 

「図形と相似」の単元で身に付けさせたい力 

・平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解すること  

・三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的に確か

めること 

・平行線と線分の比についての性質を見いだし、それらを確かめること 

  ・基本的な立体の相似の意味と、相似な図形の相似比と面積比及び体積

比の関係について理解すること 

 

 

 

 

「振り返りシート」を基に実態を把握しました。「振り返りシート」は、毎時間回収して目を通し、

生徒のつまずきを把握しました。また、中単元（節）終了後には、中単元を通した生徒の実態を把握

しました（表３）。 

２つの中単元（１、２節）では、「意欲的に取り組む」「学習内容の理解」の項目について、これま

での単元と同様に肯定的に捉えている生徒が多くいることが分かりました。また、「分かるように説明」

「協力して問題解決」の項目についても、これまでの単元と同様に、空欄のままや斜線を引いている

生徒の割合が多く、説明することや協力して問題解決をすることには取り組んでいないと捉えている

生徒が半数程度いることが分かりました。 

また、「振り返りシート」の「分かったこと」の記述欄には、多くの生徒が、資料２のように、学習

内容に対して「できるようになったこと」や「まとめ」、「気を付けるポイント」などについて記述し

ていました。「分からなかったこと」の記述欄には、「気を付けるポイント」について記述していまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態を把握する 

学習指導要領から本単元で生徒に身に付けさせたい力を明らかにする 
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手立てを取り入れた授業実践（３、４節） 

 

 

 

 

「授業チェック表」を用いて、「授業に位置付ける主な数学的活動」についてチェックしました。中

単元（１、２節）終了後に振り返ってみると、２つの中単元（１、２節）を通して【数学的活動ア】

の項目にチェックが多く付きました。この１、２節の学習内容においては、知識・理解や技能を習得

させる中で、「図形の性質を論理的に確かめることができる」や「性質を見いだしてそれらを確かめる

ことができる」力を育成するに当たって筋道を立てて考えさせる必要があり，チェックが多く付いた

と考えられます。また、【数学的活動ウ】【数学的活動エ】でチェックが付かない項目が多くあること

が分かりました。授業日ごとに見ても、【数学的活動ウ】【数学的活動エ】の項目にチェックが付かな

い時間が多く課題となりました。 

 

 

 

 

 

「振り返りシート」と「授業チェック表」の結果を基に、「手立て一覧表」を参考にしながら、次の

中単元（３、４節）の学習内容に取り入れる「授業に位置付ける主な数学的活動」と手立てを考えま

した。手順①と②から、３、４節の学習内容と照らし合わせて、【数学的活動ウ】や【数学的活動エ】

を充実させていこうと考えました。説明する活動を意図的に仕組み、授業を実践していくことにしま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立てを取り入れた授業実践について、「振り返りシート」の集計結果（次頁表４）と「授業チェ

ック表」を基に振り返りました。 

教師の課題を数学的活動を充実させる視点から捉える 

 （生徒の実態（手順①）と併せて、教師の課題を把握する） 

生徒の実態、教師の課題から、「手立て一覧表」を参考にしながら、授業

で取り入れる手立てを考える 

授業で取り入れた手立てについて、「振り返りシート」と「授業チェック

表」を基に振り返る 
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表４ 単元：「図形と相似」の２つの中単元（３、４節）の「振り返りシート」の集計結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   そして、次の新しい単元から再びこの手順を繰り返しながらふだんの授業の質的改善を図ってい

きました。 

以前は【数学的活動オ】のチェックが付く項目に偏りがあったけれど、数学
のよさを実感させたり新たな課題を考えさせたりして、３つの項目にチェック
が付くようにすることができたぞ。 
【数学的活動ウ】【数学的活動エ】を意図的に仕組むことはできたけれど、単

元全体を通して見ると、バランスがとれているとは言えないな。これまでの単
元のチェックのバランスを見ても、【数学的活動ウ】【数学的活動エ】の活動を
計画的に仕組むことに課題がありそうだな。 

本単元「図形と相似」では、単元を通して、課題について予想させたり筋道
を立てて考えさせたりすることが大切だったので、【数学的活動ア】を多く取り
入れるように意識したので、生徒も見通しをもって課題に取り組んでいたぞ。 
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表５ 定期テストの結果 

  (ｳ) 実践の考察 

本研究委員会では、研究委員の所属校で生徒の実態を継続的に把握し、研究委員自身が日々の

授業を振り返りながら、授業の質的改善に取り組んできました。そこで、生徒に三つの資質・能

力が身に付いたかどうか、実践を基に考察しました。各学校においてそれぞれ三つの単元で質的

改善の経緯を示しました。そのうちの一つの単元「関数 y=ax2」において実践の考察を行いまし

た。 

新しい評価の３つの観点に沿って考察しますが、「学びに向かう力、人間性等」に示された資質・

能力は「主体的に学習に取り組む態度」として評価をします。また、「知識・技能」の評価の観点

は、現行の「数量や図形などについての知識・理解」及び「数学的な技能」として、「思考・判断・

表現」の評価の観点は、現行の「数学的な見方や考え方」として、「主体的に学習に取り組む態度」

の評価の観点は、現行の「数学への関心・意欲・態度」と捉えて評価・分析をすることにしまし

た。 

 

   《Ｃ校の実践の考察 単元：「関数 y=ax2」》 

○「知識及び技能」について 

新しい評価の観点による評価規準 現行の評価の観点による評価規準 

知識・技能 数学的な技能 
数量や図形などについての 

知識・理解 

事象の中には関数 y=ax2 など
として捉えられるものがある
ことや、関数 y=ax2の表、式、
グラフの関連などを理解し、
知識を身に付けている。 
関数 y=ax2 などを、表、式、
グラフを用いて的確に表現し
たり、数学的に処理したりす
るなど、技能を身に付けてい
る。 

関数 y=ax2 などを、表、式、
グラフを用いて的確に表現し
たり、数学的に処理したりす
るなど、技能を身に付けてい
る。 

事象の中には関数 y=ax2 など
として捉えられるものがある
ことや、関数 y=ax2の表、式、
グラフの関連などを理解し、
知識を身に付けている。 

 

  本単元の目標は、「事象の中には関数 y=ax2として捉えられるものがあることを知ることがで

きる。関数 y=ax2 について、表、式、グラフを相互に関連付けて理解することができる」でし

た。この目標についての生徒の到達度を定期テストの結果から見取りました（表５）。 

 

 

 知識・技能 n=37 

番号 問題の概要 正答率 

１ 関数 y=1/2x2のグラフの特徴を述べた文章の空欄に当てはまる語句を答える 

① 放物線 

 

 

71.4 

② y 軸 65.7 

③ 原点 60.0 

④ 小さく 74.3 

２ グラフをかく y=2x2 80.0 

グラフをかく y=-1/2x2 74.3 

３ y が xの２乗に比例し、xと yの値を与えたときの xと y関係を式に表す 74.3 

問題３番の式で、xの値を与えたときの yの値を求める 74.3 
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資料３ 生徒のワークシートの記述の一部 

４ 関数 y=1/4x2で x の変域を与えたときの y の変域を求める 77.1 

５ 関数 y=-x2で xの値１から３まで増加するときの変化の割合を求める 71.4 

６ y が x の２乗に比例し、x の増加する値と変化の割合を与えたときの x と y

関係を式に表す 

 

62.9 

正答率の平均 71.4 

  

表５より、「知識及び技能」の評価の観点に関する定期テストの問題１から６において、全

体の正答率の平均が 71.4 で７割を超えていることから、「知識及び技能」に関する資質・能力

がおおむね育成できていると捉えました。 

 

 

○「思考力、判断力、表現力等」について 

新しい評価の観点による評価規準 現行の評価の観点による評価規準 

思考・判断・表現 数学的な見方や考え方 

関数 y=ax2 などについての基礎的・基本的な
知識及び技能を活用しながら、事象に潜む関
係や法則を見いだしたり、数学的な推論の方
法を用いて論理的に考察したり、その過程を
振り返って考えを深めたりするなど、数学的
な見方や考え方を身に付けている。 

関数 y=ax2 などについての基礎的・基本的な
知識及び技能を活用しながら、事象に潜む関
係や法則を見いだしたり、数学的な推論の方
法を用いて論理的に考察したり、その過程を
振り返って考えを深めたりするなど、数学的
な見方や考え方を身に付けている。 

 

本時（公開授業）の目標は「これまでに学習した関数以外の関数があることを知り、これら

の変化や対応を調べ問題を解決することができる」でした。この目標についての生徒の到達度

をワークシートから見取りました。ただし、本時においては指導に生かすための形成的な評価

としています。ワークシートの記述を評価するための判定基準を次のように設定しました。 

 

評価Ｂ：２社の料金について、グラフを用いて比較し、場合分けをして説明することができ

ている 

評価Ｃ：説明が不十分である、または説明することができていない 

 

資料３のワークシートの記述を見ると、場合分けをして２社の料金についてどちらが安いか

を説明していることが分かります。このことから、この生徒は評価Ｂと判断できます。同様に

評価Ｂと判断した生徒は、35人中 22 人（62.9％）でした。 
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表６ 定期テストの結果 

形成的な評価の段階で、生徒のおよそ６割が、２社の料金についてグラフを用いて比較し、

場合分けをして説明することができていました。評価Ｃと判断したほとんどの生徒の記述は、

説明が途中で終わっているものや説明が不十分なものでした。 

 

また、本単元の目標は、「関数 y=ax2を用いて具体的な事象を捉え説明することができる」で

した。この目標についての生徒の到達度を定期テストの結果から見取りました（表６）。 

 

   

 思考・判断・表現 n=37 

番号 問題の概要 正答率 

１ グラフに表された日常生活の中にある関数として挙げられた例を基に、類似

した日常生活の中の事象を見付ける 

 

70.0 

２ 底が階段状になっている直方体の水そうに毎分同じ割合で水を入れるとき、

水を入れ始めてからの時間を x 分、水面の高さを ycm とするときの xと yの

関係をグラフに表す 

 

 

71.0 

   

表６より、「思考・判断・表現」の評価の観点に関する定期テストの問題において、２問中２

問ともに正答率が７割を超えていることから、「思考力、判断力、表現力等」に関する資質・能

力の育成に効果があったと捉えました。 

 

 

○「学びに向かう力、人間性等」について 

新しい評価の観点による評価規準 現行の評価の観点による評価規準 

主体的に学習に取り組む態度 数学への関心・意欲・態度 

様々な事象を関数 y=ax2などとして捉えたり、
表、式、グラフなどで表したりするなど、数
学的に考え表現することに関心をもち、意欲
的に数学を問題の解決に活用して考えたり判
断したりしようとしている。 

様々な事象を関数 y=ax2などとして捉えたり、
表、式、グラフなどで表したりするなど、数
学的に考え表現することに関心をもち、意欲
的に数学を問題の解決に活用して考えたり判
断したりしようとしている。 

 

「学びに向かう力、人間性等」については「振り返りシート」の自己評価から見取りました。

生徒が毎時間記入している「振り返りシート」の項目「意欲的に取り組む」について、中単元

ごとに集計した結果は次頁表７のようになりました。各中単元において８割以上の生徒が◎を

選択しており、主体的に取り組んだ生徒が多かったと考えられます。 

また、はじめの二つの中単元に比べて、三つ目の中単元で◎の割合が増えていることが分か

ります。質的改善のプロセスに沿って「授業チェック表」と「手立て一覧表」を用いて、【数学

的活動★】の「興味・関心をもつことができる課題に取り組んでいますか」の項目において手

立てを取り入れて実践し、授業の質的改善を図ったことが◎が増えた要因の一つとなったので

はないかと考えました。 
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表７ 「振り返りシート」の項目「意欲的に取り組む」の集計結果 

表８ ４月調査と 11 月実施のアンケートの集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、全国学力・学習状況調査の生徒質問紙の「数学の授業で学習したことを普段の生活の

中で活用しようとしていますか」の項目において、４月調査と 11月実施のアンケートの結果は

表８のようになりました。肯定的に回答している生徒の割合が増加していることが分かりまし

た。質的改善のプロセスに沿って「授業チェック表」と「手立て一覧表」を用いて、生徒が興

味・関心をもつことができるような身近な日常生活の中にある題材を取り扱ったり、課題を解

決した後に類似した場面が日常生活の中にほかにないかどうかを考えさせたりしたことが肯定

的に回答する生徒が増えた要因の一つとなったのではないかと考えました。 

 

 

「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用としていますか」 

 当てはまる 
どちらかといえば

当てはまる 

どちらかといえば

当てはまらない 
当てはまらない 

４月 11％ 34％ 34％ 20％ 

11 月 29％ 55％ 16％ ０％ 

 

 

 

 


